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2011年東北地方太平洋沖地震発生直後の日本海沿岸での微小変動
Oscillations starting immediately after the 2011 Tohoku earthquake in Japan Sea
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2011年東北地方太平洋沖地震（M9）の発生時に，日本やロシアの日本海沿岸域での検潮記録は，地震発生数分後から
微小変動を記録している．しかし，この地震によって太平洋側で発生した津波が津軽海峡を抜けて日本海沿岸域に到達
して観測されるまで，約 2～3時間かかる．地震発生後から約 2時間に渡る微小変動は，約 10分の卓越周期を持ってい
るが，地震発生直後の約 10分間では，約 1～2分の周期も卓越している．この卓越周期約 10分程度の変動は，日本海に
おいて傾斜を有する海底地形が地震時に変動した際，水平成分の変動が鉛直方向へ影響を及ぼす変動を考慮することに
よって，説明が可能である．
　地震発生直後，顕著に微小変動が観測されている検潮所として，日本沿岸の深浦，佐渡，富山，能登（気象庁）や粟

島（海上保安庁），ロシア沿岸のRudnaya　 Pristan，Preobrazhenie，Nakhodka（Shevchenko et al., 2013: Pageoph）が挙げ
られる．これらの検潮所の津波波形を再現するため，Satake et al. (2013，BSSA)の断層モデルから Okada(1985，BSSA)
の式によって地殻変動を求め，それを初期条件として津波波形を計算した．JTOPO30による 30秒グリッドの海底地形
データを用いて地殻変動の鉛直成分のみから計算した津波波形は，ほとんど変動を示さなかった．それに対し，水平成
分の変動による鉛直方向への変動の寄与を考慮すると（Tanioka and Satake，1996：GRL)，地震発生直後からの微小変動
は計算されたが，波形の再現性は良くなかった．日本周辺の検潮所に関しては，M7000シリーズからさらに細かい 5秒
グリッドの海底地形データを作成し，同じように津波波形を計算したところ，30秒グリッドデータによる結果よりは波
形の再現は良くなった．それでも，地震発生直後から約 10分間続く周期約 1～2分の短周期の変動は再現できなかった．
さらに細かい地形データを用いることで再現性は向上するかもしれない．一方，日本海沿岸近くの F-netの地震波形記録
を見ると，同程度の振幅の地震動が観測されており，周期約 1～2分の短周期の変動は，検潮儀が地震波を捉えている可
能性がある．そこで，ローパスフィルターによって水位変動の短周期成分を落とすと，観測波形と計算波形は良く一致
した．ロシア沿岸域の検潮所は，震源域からの距離が 500km以上とかなり離れているため，直交座標系ではなく，球座
標系で求めた地殻変動（Sun et al., 2009: Geophys. J. Int.）を用いて津波波形を計算したが，直交座標系での津波波形と大
差はなかった．ロシア沿岸での波形の再現には，細かいグリッドの海底地形や，検潮儀が設置されている湾等の形状な
どを考慮する必要があると考えられる．
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